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＜SIPの仕組み＞ ※赤字はSIP第３期で強化する取組
○総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）が、Society5.0の実現に向けてバックキャスト

により、社会的課題の解決や日本経済・産業競争力にとって重要な課題を設定するとともに、

そのプログラムディレクター（PD）・予算配分をトップダウンで決定。

○基礎研究から社会実装までを見据えて一気通貫で研究開発を推進。

○府省連携が不可欠な分野横断的な取組を産学官連携により推進。マッチングファンド等による

民間企業の積極的な貢献。

○技術だけでなく、事業、制度、社会的受容性、人材の視点から社会実装を推進。

○社会実装に向けたステージゲートやエグジット戦略（SIP後の推進体制）を強化。

○スタートアップの参画を積極的に促進。

＜SIPの推進体制＞

ＰＤ（プログラムディレクター）
（内閣府に課題ごとに置く）

総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）

ガバニングボード（CSTI有識者議員）

研究推進法人（PM）

研究開発責任者・実施者（大学、国研、企業、スタートアップ等）

推進委員会
ＰＤ（議長）、サブＰＤ等、関係省庁、研究推進法人、内閣府（事務局）

プログラム統括チーム

プロジェクト推進

政策の企画立案

政府方針

＜各事業期間の課題数・予算額＞

第1期（平成26年度から平成30年度まで5年間）
○課題数：11
○予算額：1～4年目：325億円、5年目：280億円

第2期（平成30年度から令和４年度まで５年間）
○課題数：12
○予算額：1年目：325億円、2～5年目：280億円

第3期（令和５年度から令和９年度まで５年間）
○課題数：14
○予算額：令和5年度予算 280億円
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課題数：11課題

特徴：

➢ SIPの創設・開始

➢ プログラムディレク
ター（PD）による
マネジメント体制

課題数：12課題

特徴：

➢ プログラム統括の
設置によるマネジ
メント体制強化

➢ ステージゲート、
マッチングファンド
方式の導入

課題数：14課題

特徴：

➢ Society5.0からバックキャストによる
課題設定。「総合知」の観点からの
課題も。

➢ 事業化調査（FS）による絞り込み

➢ 社会実装に向けた体制強化

✓ 技術だけでなく、事業・制度等の
視点からの取組

✓ 関係省庁・産業界等との連携に
よるSIP後の推進体制の構築
（エグジット戦略）

➢ スタートアップの参画の積極的促進

第１期
H26－H30年度

第２期
H30－R4年度

第３期
R5－R9年度
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○令和4年度に、SIP第1期終了（平成30年度）から3年が経過する中で、第1期11課題の社会実装の
進捗状況につき追跡評価を実施。

○経済・社会的に大きな効果が見込まれる課題がある一方、ユーザー企業の巻き込み・関係省庁との連
携・SIP後の継続的な推進体制などの改善点も挙げられている。

売上予測（2030年）： 100億円 ※DMP社の情報を基に推計。

自動走行システム（ダイナミックマップ）の例

• 「ダイナミックマップ」の事業化に向けて、2016年６月にダイ
ナミックマップ基盤株式会社（DMP社）を設立。

• 同社は、産業革新機構、地図会社等６社、自動車メー
カー10社が出資。

• SIPにて、ダイナミックマップの共通仕様を策定し、自動運転
向けの高精度地図製作を一元化。

• 同社は、2019年に、北米における同業のUshr, Inc.を買
収するなど、国際事業展開を進めている。

• 2021年にホンダが発売した世界初のレベル3自動運転車
に搭載されるなど実装が進んでいる。

＜社会実装の進捗状況＞

＜ダイナミックマップの売上の実績と予測＞

出典：ホンダウェブサイト

Link 

Base 

動的情報

準動的情報

準静的情報

静的情報

ダイナミックマップ

【高精度3次元地図】
世界初Lv3自動運転車発売

実装

エネルギーキャリア（アンモニア燃焼）の例

• SIP以前は、概念自体がなかったが、SIPを通してアンモニア
燃焼による発電技術を確立。

• SIPの参加企業等により、一般社団法人クリーン燃料アンモ
ニア協会（CFAA）を設立。

• 火力発電所においてアンモニア20%混焼（熱量比）の
実証段階を実施。（碧南火力発電所の4号機）

• 2027年度の商業化予定。

＜社会実装の進捗状況＞

①燃料として消費されるアンモニア、
②アンモニア燃焼に付随する設備・インフラの合計
売上予測（2030年）：約0.2兆円～約0.4兆円
売上予測（2050年）：約1.1兆円～約1.2兆円
※資源エネルギー庁の資料を基に試算。

＜アンモニア燃焼関連の売上の予測＞

• また、混焼率50％以
上の領域で研究開発
が進展。

• 石炭火力発電所での
CO2排出削減に向け
アンモニア燃焼が世界
的に注目。 出典：IHI プレスリリース
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国家レジリエンス（防災・減災）の強化

自動運転（システムとサービスの拡張）

◼ 自動車・自動運転分野で、世界最高性

能のシュミレーション技術（DIVP®）

を活用し、2022年７月に新会社を設立。

◼ ツールチェーン構築を軸に各社との互

恵的なパートナーシップを築き、

AD安全性評価の基盤確立を目指す。

バーチャル評価実験評価

実現象と一致性の高いセンサモデル

Camera Radar LiDAR

Source : Kanagawa Institute of technology, MITSUBISHI PRECISION CO.,LTD., DENSO Corporation, Pioneer Smart Sensing Innovations Corporation, Hitachi Automotive Systems, Ltd.

要写真変更
（Adobe）

接続 接続

VILS
（Vehicle in the Loop）

HILS
（Hardware in the Loop）

SILS／MILS
（Software in the Loop／Model in the Loop）

Proving GroundPublic Road

◼ 線状降水帯自動検出技術の気象庁

「顕著な大雨に関する気象情報」

への実装。

◼ 線状降水帯予測精度の向上による

自治体避難判断への活用。

○SIP第2期は令和4年度が最終年度であり、第2期12課題についてこれまでの成果を取りまとめ、終了時
評価を実施。各課題においてSIP後の社会実装に向けた体制の構築を進めた。
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〇 令和5年度から開始するSIP第3期に向けて、Society 5.0からバックキャストで課題候補を選定し、フィージビリティス
タディ（FS）を実施。

〇 FSの結果を踏まえ、事前評価を実施し、令和５年1月26日のガバニングボードで、14の課題を決定するとともに、そ
れらの「社会実装に向けた戦略及び研究開発計画（戦略及び計画）」案を作成。

○ 戦略及び計画案のパブコメ、PDの公募を経て、令和５年3月16日に戦略及び計画とPDを決定。

健康寿命が延伸している社会

豊かな食が持続的に

提供されている社会

カーボンニュートラルを実現し

た社会（2050年目標）

循環型の社会レジリエントで安全安心な社会

効率的なインフラマネ

ジメントが進んだ社会

個々に応じた教育、

働く機会のある社会

多様な社会参画が実現している社会

（包摂性を持った社会）

持
続
可
能
な
都
市
や
地
域

総
合
的
な
安
全
保
障
の
実
現

AI・データ・IoT

量子

スマート
モビリティ

プラットフォーム
の構築

バイオ マテリアル

先進的量子技術基盤の
社会課題への応用促進

一人ひとりの多様な幸せ（well-being）が実現できる社会

【科技イノベ基本計画第1章3.(1)②】

国民の安全と安心を確保する持続可能で強靭な社会

【科技イノベ基本計画第1章3.(1)①】

海洋
安全保障

プラットフォーム
の構築

データ
データ

統合型ヘルスケアシステムの構築 包摂的コミュニティプラットフォームの構築

スマート防災ネットワークの構築 海洋安全保障プラットフォームの構築

②心身の中リスク者を早期に見
つけ落とさない仕組
プレハイリスク層＋ポピュレーション層
へのアプローチ（新設）

①セーフティネットとしてハイリスク者を守る仕組
（従来から整備）：ハイリスク者へのアプローチ

③well-beingを高める仕組
ポピュレーション層への
アプローチ（新設）

低

中

高

住
民
の
幸
福
度
・
健
康
度

ポピュレーションアプローチとハイリスクポピュレーション

アプローチの二つの機能を持つシステムづくりが重要

要介入支援層
自治体・関係機関との
連携により、より専門
的な支援が必要な層
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○ＳＩＰ第３期では、社会実装に向けた戦略として、技術だけでなく、制度、事業、社会的受容性、
人材の５つの視点から必要な取組を抽出するとともに、各視点の成熟度レベルを用いてロードマップ
を作成し、府省連携、産学官連携により、課題を推進。

➢プログラムディレクター（PD）のもとで、府省連携・産学官連携により、５つの視点（技術、制度、事業、社会的
受容性、人材）から必要な取組を推進

➢５つの視点の取組を測る指標として、TRL（技術成熟度レベル）に加え、新たにBRL（事業～）、GRL（制度
～ ）、SRL （社会的受容性～ ）、HRL（人材～ ）を導入。

技術はできても、社会実装につながらないことも

従来のプロジェクト

SIP第３期

社会実装 例：無人自動運転サービスの実現

技術
例：自動運転技術開発

社会実装に向けて技術開発以外の取組が進められていない

社会実装 例：無人自動運転サービスの実現

技術
例：自動運転技術開発

制度
例：関連法令整備

社会的受容性
例：地域関係者の協力

事業
例：事業モデル構築

人材
例：遠隔監視者育成
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ミッション
⚫ 無人自動運転移動サービスの2030年度頃の本格的な普及に向けて、まずは、2025年度目処に無人自動運転移動サービスを40箇所で実現することを目指
す。

⚫ その実現に必要な課題を、技術開発（TRL）、事業開発（BRL）、環境整備（GRL）、社会受容性（SRL）、人材育成（HRL）の観点で課題を整理。こ れらの解
決に資するようなノウハウ･成果を生み出し、事業化に向けたコストダウンを図っていく。

技術開発 環境整備
（インフラ・法整備）

社会受容性事業開発

【出典】自動走行ビジネス検討会報告書version 6.0 2022年４月28日 自動走行ビジネス検討会事務局 ※本出典を参考に内閣府で作成

人材育成

5つの視点でミッションを実現する取組の抽出・次期SIPで取り組む研究開発テーマの特定
（事例：自動走行を参考としたイメージ図）

要素技術の開発
･レベル４に向けたソフトウエア
、センサー等の自動運転要
素技術の開発。

技術面の高度化・標準化
･より多くの車両を効率的に
同時監視できる遠隔監視シ
ステムやスキームの構築。
･自動走行システムの安全
性の評価手法の構築と国際
標準化。

持続的な事業体制の構築
･整備／メンテナンス等を含め
、地域でサステイナブルに運営 
するための事業体制の構築。

インフラ連携の在り方：
･車両単体では走行困難な
環境･混在空間での、イン
フラと車両の役割の整理。

地域関係者の理解と協力
･地域の関係者・関係機関
の理解と協力を得て、円滑
かつ安全に自動運転サービ
スを実施するためのひな型
（セーフティアセスメント、セ
ーフティレポート）の整理。

関係者間の役割の整理
･関係者に求められる役割と
責任分解点、保険スキーム
など円滑な事業環境の構築
に必要な役割の整理。

コスト面
・自動運転サービスによって
得られるメリットとイニシャル／
ランニングのコストの整理をし
た上での、先行して導入する
者に対する支援策の検討。

・MaaSと自動運転を組み合
わせることで、効率的な運行 
や新たな移動ニーズを喚起し
、持続的な移動サービスの提 
供。

レベル4に向けた人材確        
保・育成
･バス・タクシー事業者のシス
テム・人材への対応を含め、
遠隔監視者や車内保安要員
などの自動運転に必要な人
材の確保や、教育の在り方の
検討。

社会実装に関わる現状・問題点

⚫ 自動走行に関する実証研究は国内でも多数実施されているが、それら極めて限定的な地域・条件の下で運行されており、より高度な（レベル4以上）自動
走行の実現や、その事業化は達成できていない。

⚫ 高度な自動走行の事業化に向けては、技術的な要素だけでなく、自動走行に適したインフラ・法制度の構築や、それに対応した新たな人材の育成・確保、利
用者側の 理解・受容はこれからの課題。

⚫ 特にインフラ・法制度については、関係する府省が多いこと、既存の規制のほとんどが自動走行を制限するものであることなど、府省横断での調整がで不可欠。

SIPでの取組

X省との取組

SIPでの取組対象

・上段に（ミッション）、下段に現状・
課題を整理し、中段に課題目的の
達成に必要な取組を5つの視点か
ら記載する。

・取組はロジックツリーの要素と対
応させる。

SIPでの取組

産業界との取組
A基金での取組

Y省との取組

B基金での取組

産業界との取組



（参考）ロジックツリーの活用事例

OutcomeOutputActivity

誰が何をするか、
どのような取組が必要か

取組から直接的
に得られる成果

Outputが得られたことによって、
何がどのように変わるか（状態を記述）

自動走行に必要な機能・性能を有する
車両の開発

BRLや協調型システムへの展開

関するプロセス等の整理 SIP外・後の活動

因果関係

【SIP内の活動】
研究テーマの 
取組内容など

各種取組の
直接的成果

SIP外・後の状態

【アウトプット目標1 】
自動運転人材育成カ

リキュラム

【アウトプット目標2 】
自動運転システムの

プロトタイプ

2025年度を目処に無
人自動運転移動
サービス40箇所で実現

サービス実施者等の役割分担を検討する

事業モデル・支援策等を検討する

ソフトウェア人材を育成する

実装加速化に必要な
支援が実施される

事業者がビジネス
を 提供している

質・量共に十分な
自動運転人材が活躍

高性能・低価格な
車両が供給される

地域住民の

協調型インフラの
利用が進む

広報・周知活動等を実施する

実装に向けた支援
策 パッケー

ジ

自動運転サービスの
事業モデル

自動運転人材を
育成する

自動走行車両の事業化に取り組む

カリキュラムを履修し
た

協調型インフラの整備を進める

【ミッション】
無人自動運転移動
サービスの2030年
度頃の本格的な普及

【将来像】誰もが自由・
安全に移動できる 
社会を実現する

凡例

環境   事業
整備   開発

事業

開発

人材

育成

安全性評価手法の検討 
整備

環境   事業

開発

人材

自動運転人材の育成講座の開発 育成

研究

開発

限定空間におけるレベル４
自動運転サービスの実現 研究

開発

研究

開発

レベル４自動運転引導サービスに対応した 
協調型システムの検討  研究   事業

開発   開発

移動サービスの運用に向けた地域合意に
環境  社会

整備   受容

事業

開発

人材

育成

環境

整備

社会

受容

環境   事業
整備   開発

環境   事業
整備   開発

自動運転人材（●●人）人材
育成

人材

育成

研究

開発
事業

開発

環境

整備

整備された協調型インフラ

広報・周知実績
（方法・内容・件数等）社会

                                        受容

環境

整備

人材

育成

事業

開発

環境   社会
整備   受容

理解が進む 社会
受容

事業

開発

事業 社会

開発 受容 事業 社会
開発 受容

次期SIPで期間中に
実施・達成すべき範囲



成熟度レベルを活用したロードマップの作成（事例：自動走行を参考としたイメージ図）

Y5

技術開発

環境整備

限定空間におけるレベル４自動運転サービスの実現 
ODD＊設定に基づく、レベル４自動運転装置・車両・
遠隔システム・通信装置の開発（1:Nの拡大等）

BRLや協調型システムへの展開
交差点や他の交通参加者を踏まえたODD設定

車両の改造
ODDを踏まえた車両改造

TRL3～5

レベル４自動運転引導サービスに対応した協調型システムの検討
協調型インフラと車両等の役割分担等の明確化 
信号連携/死角検知の可能性検討及び用件定義

協調型インフラの整備
と実証を踏まえた検証

GRL２～４ GRL５

TRL4～6

サービス実証

サービス実証

25
40年
度
頃
の

箇
所
の
実
現

＊Operational Design Domain：運行設計領域を表す。自動運転シス
テムが作動する前提となる走行環境の設計条件。すべて の設置
条件を満たす際に自動運転システムが正常に作動する。

TRL7

GRL6

事業モデルの検討
終始評価等を踏まえた事業モデル検討

支援策等の検討
実装加速化に必要な
支援検討・整理

実装加速化に必要な支援の実施

BRL2～5

事業開発

BRL6 BRL7

ステージゲート実施
（ＫＰＩの設定等）

【出典】自動走行ビジネス検討会報告書version 6.0 2022年４月28日 自動走行ビジネス検討会事務局を参考に内閣府で作成

＜記載方法＞ SIPでの取組 SIPに関連する産官学との取組

Y1 Y2 Y3 Y4

ミッション



社会受容性

安全性評価手法・地域合意の手法の検討
安全設定ガイド/SAガイドライン/日
本版セーフティーレポートの策定

レベル４移動サービスの運用に向けた地域合意に
関するプロセス等の整理

広報・
周知活動等の
実施

サービス実施者等の役割分担
遠隔監視者・車内保安要員等の役割分担に関する検討

SRL１～３ SRL４ SRL５

人材育成

Ｙ1 Ｙ2 Ｙ3 Ｙ4 Ｙ5

25
40年
度
頃
の

箇
所
の
実
現

ソフトウェア領域の人材育成の拡充
、人材評価・認定等の仕組み構築

サイバーセキュリティ対策
模擬車両システムを用いたサイバーセキュリティ人材育成講座の企画検討、開講

自動走行IT対策
自動運転認定講座の開発、人材育成・リクルートの計画

SRL6

HRL６～７ HRL８

成熟度レベルを活用したロードマップの作成（事例：自動走行を参考としたイメージ図）

＜記載方法＞ SIPでの取組 SIPに関連する産官学との取組 ミッション

【出典】自動走行ビジネス検討会報告書version 6.0 2022年４月28日 自動走行ビジネス検討会事務局を参考に内閣府で作成
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